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主
な内

容

主な内 容
◦台風21号による農作物被害発生
◦台風21号に伴う風害に関する要望書・
回答要旨

◦三浦市で須坂産農産物販売
◦北信五市農業委員研修会開催
◦農業女子紹介
◦ＮＯＳＡＩ長野からお知らせ
◦新品種紹介（リンゴ、ブドウ）
◦農地パトロールを実施

全
国
農
業
新
聞
の
購
読
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農

政
・
農
業
・
農
村
の
動
き

や
問
題
等
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
お
伝
え
し
ま
す
。
購
読

い
た
だ
き
、
農
業
経
営
に

ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。

（
月
４
回
金
曜
日
発
行

購
読
料
：
月
700
円
［
送
料
、

税
込
み
］）

（
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
ま
た

は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。）

９
月
４
日
夕
方
か
ら
夜
間
に

か
け
て
の
台
風
21
号
の
強
風
に

よ
り
、
須
坂
市
内
全
域
で
リ
ン

ゴ
、
ナ
シ
等
の
落
果
や
樹
体
損

傷
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。長

野
県
内
の
市
町
村
の
な
か

で
は
、
須
坂
市
の
被
害
額
が
１

億
３
１
４
８
万
円
で
大
変
大
き

い
被
害
額
で
し
た
。

こ
の
状
況
を
受
け
て
、
須
坂

市
農
業
委
員
会
と
し
て
、
９
月

11
日
、「
台
風
21
号
に
伴
う
風

害
に
関
す
る
要
望
書
」
を
神
林

利
彦
会
長
か
ら
三
木
正
夫
須
坂

市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

台
風
21
号
に
よ
り
市
内
全
域
で

農
作
物
被
害
発
生

⑴
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１

農
業
共
済
金
を
早
期
に
支

払
う
よ
う
関
係
機
関
に
要
望

さ
れ
た
い
。

【
回
答
】

早
期
に
支
払
い
い
た
だ
け
る

よ
う
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２

被
災
農
業
者
に
無
利
子
融

資
事
業
の
た
め
の
利
子
補
給

事
業
を
実
施
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】

９
月
市
議
会
で
利
子
補
給
予

算
が
可
決
さ
れ
た
た
め
、
被
災

農
業
者
の
借
入
金
に
対
し
て
最

長
５
年
間
の
利
子
補
給
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
利
子
補
給
率
は
、
こ

れ
ま
で
の
災
害
同
様
、
年
0.5
％

以
内
と
し
ま
す
。

３

落
果
果
実
の
集
荷
に
つ
い

て
支
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
Ｊ

Ａ
等
関
係
機
関
に
働
き
か
け

ら
れ
た
い
。

【
回
答
】

Ｊ
Ａ
な
が
の
で
は
、
生
産
者

支
援
の
た
め
、
加
工
販
売
業
者

と
連
携
し
て
落
果
の
特
別
集
荷

を
実
施
さ
れ
、
現
在
完
了
し
て

い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

４

台
風
被
害
リ
ス
ク
を
軽
減

で
き
る
品
目
・
品
種
へ
の
改

植
・
補
植
の
た
め
の
苗
木
購

入
助
成
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

【
回
答
】

早
生
種
へ
の
改
植
及
び
早
期

収
穫
確
保
を
目
的
と
す
る
被
害

樹
の
補
植
に
係
る
予
算
が
９
月

市
議
会
で
可
決
さ
れ
た
の
で
Ｊ

Ａ
な
が
の
と
連
携
し
て
、
苗
木

購
入
補
助
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

補
助
対
象
と
す
る
品
目
・
品

種
は
須
高
地
区
の
奨
励
品
種
と

し
、
補
助
率
は
改
植
、
補
植
と

も
２
分
の
１
以
内
と
し
ま
す
。

５

被
災
農
業
者
の
農
業
所
得

等
に
係
る
市
税
の
減
免
措
置

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

【
回
答
】

災
害
に
対
す
る
減
免
措
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
す
ざ
か

（
市
報
）
10
月
号
に
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、
被
災
さ
れ
た
方
は
、

早
急
に
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

台
風
21
号
に
伴
う
風
害
に
関
す
る

要
望
書
・
回
答
要
旨

こ
の
研
修
会
は
北
信
地
方
の

五
市
（
飯
山
市
・
中
野
市
・
長

野
市
・
千
曲
市
・
須
坂
市
）
の

農
業
委
員
が
一
堂
に
集
い
、
業

務
知
識
の
習
得
、
連
絡
調
整
及

び
情
報
共
有
を
図
る
た
め
、
各

市
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
さ

れ
、
今
年
は
中
野
市
が
当
番
で

８
月
29
日
、「
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ

な
か
の
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
研
修
で
は
、
ま
ず
、

長
野
県
農
政
部
農
業
政
策
課
長

草
間
康
晴
氏
か
ら
「
第
３
期
長

野
県
食
と
農
業
農
村
振
興
計

画
」
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

長
野
県
の
食
と
農
業
・
農
村
の

施
策
の
指
針
と
な
る
計
画
で
あ

る
と
と
も
に
、
農
業
者
、
消
費

者
な
ど
を
問
わ
ず
、
全
て
の
県

民
の
「
食
」
と
各
地
域
で
営
ま

れ
る
「
農
業
」、「
農
村
」
の
発

展
に
向
け
た
、
今
後
の
方
向
性

を
示
す
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
須
坂
市
農
業
委
員

会
田
中
郁
男
会
長
職
務
代
理
か

北
信
五
市
農
業
委
員
研
修
会
が

北
信
五
市
農
業
委
員
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た

行
わ
れ
ま
し
た

ら
「
須
坂
市
仁
礼
地
区
の
有
害

鳥
獣
対
策
の
実
践
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
事
例
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

実
体
験
に
基
づ
い
た
説
得
力

の
あ
る
内
容
で
大
変
参
考
に

な
っ
た
と
参
加
者
か
ら
称
賛
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

10
月
28
日
㈰
、
農
地
対
策
部

会
で
姉
妹
都
市
の
神
奈
川
県
三

浦
市
の
「
三
崎
港
町
ま
つ
り
」

に
参
加
し
、
恒
例
の
須
坂
産
農

産
物
の
直
売
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

午
前
８
時
の
販
売
開
始
前
か
ら

長
蛇
の
列
が
で
き
、
須
坂
産
農

産
物
（
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
新

米
、
花
卉
）
の
人
気
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

須
坂
市
の
応
援
大
使
の
高
見
さ

ん
や
そ
の
友
達
も
応
援
に
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
り
、
持
ち
込
ん

だ
農
産
物
は
１
時
間
も
か
か
ら

ず
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
、「
毎
年
、
お
い

し
い
須
坂
の
農
産
物
を
購
入
す

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
多
く
の
皆
様
に
愛

さ
れ
る
須
坂
の
農
産
物
を
作
り

続
け
た
い
と
の
思
い
を
抱
き
、

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

今
年
も
三
浦
市
で
須
坂
産

農
産
物
直
売
を
実
施
！

短
時
間
で
完
売
！
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須
坂
市
福
島
町
出
身
で
現
在

は
、
高
梨
町
に
夫
、
子
ど
も
３

人
の
５
人
家
族
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
両
親
の
農
作

業
を
す
る
姿
を
見
て
育
ち
、
非

農
家
へ
嫁
ぎ
ま
し
た
が
、
実
家

の
両
親
も
だ
ん
だ
ん
と
年
を
と

り
、
何
と
か
手
助
け
を
し
た
い

と
の
思
い
や
夫
の
後
押
し
も

あ
っ
て
、
農
業
に
携
わ
る
よ
う

に
な
り
、
３
年
ほ
ど
た
ち
ま
し

た
。
経
営
は
、
リ
ン
ゴ
、
水
稲
、

モ
モ
、
ネ
ク
タ
リ
ン
等
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
農
業

の
基
礎
知
識
も
な
く
苦
労
し
ま

し
た
が
、
最
近
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
農
作
業
に
も
慣
れ
て
き
ま

し
た
。

そ
し
て
、
農
業
の
奥
深
さ
を

改
め
て
感
じ
る
と
と
も
に
、
自

分
の
理
想
と
す
る
、
時
代
に

マ
ッ
チ
し
た
経
営
を
追
求
し
た

い
と
い
う
目
標
も
抱
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
に
取
り
組
む
な

か
で
、
女
性
の
集
ま
り
や
仲
間

づ
く
り
も
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

農
業
の
担
い
手
不
足
や
遊
休

農
地
の
増
加
、
農
産
物
価
格
の

不
安
定
さ
等
、
農
業
を
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
が
、
希
望
を
捨
て
ず
愛
着

を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

野池亜也子さん

台
風
や
集
中
豪
雨
、
地
震
な

ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
起
こ
り
得

る
自
然
災
害
や
農
産
物
の
価
格

低
下
等
に
備
え
て
、
国
の
保
険

制
度
で
あ
る
農
業
保
険
（
収
入

保
険
・
農
業
共
済
）
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
！

〈
農
業
経
営
収
入
保
険
〉

平
成
31
年
１
月
か
ら
新
た
に

始
ま
る
「
収
入
保
険
」
は
、
農

業
を
さ
れ
て
い
る
方
の
経
営
努

力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
自
然
災

害
や
農
産
物
の
価
格
の
低
下
な

ど
で
、
売
上
が
減
少
し
た
場
合

に
、
そ
の
減
少
分
の
一
部
を
補

償
す
る
保
険
で
す
。
収
入
保
険

は
、
想
定
さ
れ
る
様
々
な
経
営

の
リ
ス
ク
、
例
え
ば
、
自
然
災

害
や
病
虫
害
、
鳥
獣
害
に
よ
る

収
量
の
減
少
に
加
え
、
市
場
価

格
の
下
落
な
ど
も
含
め
た
収
入

の
減
収
を
補
て
ん
す
る
ほ
か
、

「
け
が
や
病
気
で
収
穫
で
き
な

か
っ
た
」「
取
引
先
の
倒
産
で

収
入
が
減
少
し
た
」
と
い
う
よ

う
な
場
合
に
も
対
応
で
き
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
、
農
産
物
な
ら
ど

の
よ
う
な
品
目
で
も
対
象
と
な

り
ま
す
。
補
て
ん
方
式
は
、「
保

険
方
式
」
と
「
積
立
方
式
」
の

組
み
合
わ
せ
と
な
り
、
最
大
で

農
家
ご
と
の
平
均
収
入
の
８
割

以
上
の
収
入
が
確
保
さ
れ
ま

す
。
保
険
料
の
50
％
（
積
立
金

は
75
％
）
を
国
が
負
担
し
て
い

ま
す
。

収
入
保
険
に
加
入
で
き
る
方

は
、
青
色
申
告
を
実
施
し
て
い

る
農
業
者
で
す
。
現
在
、
白
色

申
告
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
青

色
申
告
に
す
る
こ
と
で
収
入
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〈
農
業
共
済
〉

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
農

業
共
済
制
度
は
、
自
然
災
害
や

鳥
獣
害
等
に
よ
り
農
作
物
等
に

損
害
（
減
収
）
が
発
生
し
た
場

合
に
、
品
目
別
（
共
済
事
業
別
）

に
損
失
の
一
定
割
合
を
補
償
す

る
も
の
で
す
。

実
施
し
て
い
る
事
業
は
、
農

作
物
共
済
（
水
稲
、
麦
）、
家
畜

共
済
（
牛
、
馬
、
豚
）、
果
樹
共

済
（
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、

モ
モ
、
柿
、
ス
モ
モ
）、
畑
作
物

共
済
（
ば
れ
い
し
ょ
、
大
豆
、

そ
ば
、
蚕
繭
）、
園
芸
施
設
共
済

で
、
掛
金
の
約
50
％
を
国
が
負

担
し
て
い
ま
す
。

建
物
共
済
（
火
災
、
総
合
）、

農
機
具
共
済
（
損
害
、
更
新
）

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
収
入
保
険
と
農
業
共

済
（
ナ
ラ
シ
対
策
、
野
菜
価
格

安
定
制
度
等
の
類
似
制
度
を
含

む
）
と
は
同
時
に
加
入
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
農
業
者
の

皆
様
に
は
、
ご
自
身
の
経
営
内

容
や
規
模
等
を
考
え
、
ど
ち
ら

か
の
制
度
を
選
択
し
て
ご
加
入

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
方

は
収
入
保
険
か
農
業
共
済
へ
、

青
色
申
告
以
外
の
方
は
農
業
共

済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま

す
。収

入
保
険
と
農
業
共
済
の
ご

加
入
や
制
度
の
詳
し
い
内
容

は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

地
域
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
野
県
農
業
共
済
組
合

北
信
地
域
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
―
２
１
９
―
２
８
９
３

農
業
者
の
皆
様
へ

農
業
者
の
皆
様
へ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
か
ら
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

頑
張
る
農
業
女
子
を

紹
介
し
ま
す
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後

記

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
ヵ
月

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
地
震
、
台
風
等
が

日
本
各
地
を
襲
い
、
須
坂
市
に

お
い
て
も
台
風
21
号
に
よ
り
果

樹
等
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

来
る
べ
き
新
年
は
、
災
害
の

な
い
平
穏
な
年
と
な
る
こ
と
を

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

農
業
委
員
会
と
し
て
も
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一
杯

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

情
報
・
研
修
委
員
会
(編
集
委
員
)

委

員

長

坂
本

正
雄

委

員

宮
尾

哲
雄

〃

春
原

博

〃

田
中

郁
男

リ
ン
ゴ
の
「
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
」

と
ブ
ド
ウ
の
「
ク
イ
ー
ン
ル
ー

ジ
ュ
」
は
長
野
県
果
樹
試
験
場

が
育
成
し
た
新
品
種
で
す
。

「
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
」
は
、
須
坂

市
に
お
い
て
８
月
中
下
旬
に
成

熟
す
る
早
生
品
種
で
、「
つ
が

る
」
よ
り
も
５
～
10
日
早
い
収

穫
時
期
と
な
り
ま
す
。
果
皮
の

着
色
は
良
好
で
、
夏
季
が
高
温

の
年
で
も
紫
紅
色
に
な
り
ま

す
。
果
実
の
大
き
さ
は
300
ｇ
程

度
で
す
（
写
真
１
）。
糖
度
は

14
～
15
％
、
酸
度
は
0.4
ｇ
／
100

㎖
程
度
で
、
と
も
に
「
つ
が
る
」

よ
り
高
く
、
味
が
濃
厚
で
果
汁

が
多
い
品
種
で
す
。

果
肉
は
粉
質
化
し
に

く
く
、
常
温
で
１
週

間
、
冷
蔵
で
は
１
ヵ

月
程
度
食
味
が
保
た

れ
ま
す
。

着
色
が
良
い
こ
と

か
ら
、「
つ
が
る
」
の

着
色
が
不
良
と
な
っ

て
い
る
産
地
を
中
心

に
導
入
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
か
ら

市
場
出
荷
が
始
ま
っ

て
お
り
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
夏
り

ん
ご
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。「

ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
」
は
、

皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
赤
色
の
大

粒
品
種
で
す
。「
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
」
を
花

粉
親
と
し
て
育
成

さ

れ

ま

し

た
。

「
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ

ル
」等
と
同
様
に
、

２
回
の
ジ
ベ
レ
リ

ン
処
理
に
よ
り
種

な
し
栽
培
を
行
い

ま
す
。

須
坂
市
で
の
収

穫
期
は
「
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
」

よ
り
や
や
遅
く
、
９
月
中
下
旬

と
な
り
ま
す
。
果
皮
の
色
は
、

や
や
紫
が
か
っ
た
赤
色
で
着
色

は
良
好
で
す
（
写
真
２
）。
果

粒
重
は
12
～
13
ｇ
で
す
が
、
今

後
、
樹
齢
を
経
る
に
従
い
大
き

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
糖
度
は
22
～
23
％
、
酸
含

量
は
0.3
～
0.4
ｇ
／
100
㎖
で
食
味

は
良
好
で
す
。
ま
た
、
適
熟
果

に
は
ほ
の
か
な
マ
ス
カ
ッ
ト
香

が
あ
り
ま
す
。

紫
黒
色
の
「
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ

ル
」、
黄
緑
色
の
「
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
」
と
合
せ
、
３
色
の

皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
ブ
ド
ウ
の

リ
レ
ー
出
荷
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

※
「
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
」
の

育
成
時
の
系
統
名
は
「
ブ
ド
ウ

長
果
11
」
で
す
。

＊
＊

新

品

種

紹

介

＊
＊

＊
＊

新

品

種

紹

介

＊
＊

写真１

写真２

農
業
委
員
会
で
は
、
８
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
農
地
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、
市
・
Ｊ
Ａ
・

土
地
改
良
区
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
現
地
調
査
を
市
内
全
域
で

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
遊
休
農
地
と
確

認
で
き
た
農
地
に
つ
い
て
は
所

有
者
の
方
へ
、
今
後
そ
の
農
地

を
ど
う
し
て
い
く
か
利
用
意
向

調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。な

お
、
利
用
意
向
調
査
の
回

答
期
限
ま
で
に
回
答
が
な
い
場

合
や
回
答
し
た
意
向
ど
お
り
に

農
地
を
利
用
し
な
い
場
合
は
、

農
地
中
間
管
理
機
構
（
県
農
業

開
発
公
社
）
と
の
協
議
を
勧
告

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
勧
告

の
対
象
と
な
っ
た
農
地
に
つ
い

て
は
、
固
定
資
産
税
が
増
額
（
1.8

倍
）
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
！

シナノリップ

クイーンルージュ

補 助 額

月２万円 最長２年間
農業次世代人材投資資金（準備型）を受ける方は
月１万５千円
月10万円 最長２年間（農家子弟を除く）

就農時に必要な機械・器具の購入費の支援
１/２ 20万円を限度

問合せ 須坂市農林課 ☎026－248－9004

対 象 者
市が認める研修機関
で研修を受ける者
55歳未満

45歳以上55歳未満で、
住居を必要とする者
認定新規就農者
（農家子弟を除く）

事 業 名
新規就農者
研修給付金

新規就農者支
援事業

須坂市の農業関係の補助制度
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